
縄
文
杉
は
平
成
一
七
年
の
五

月
に
一
二
箇
所
の
樹
皮
が
剥
離

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

被
害
か

ら
五
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

森

林

管

理

署

及

び

保

全

セ

ン

タ
ー

で
は
日
本
樹
木
医
会
鹿
児

島
県
支
部
の
樹
木
医
と
と
も
に

定
期
的
に
縄
文
杉
治
療
を
継
続

し
て
行
っ

て
い
ま
す
。

治
療
で
は
、

剥
離
部
分
の
腐

朽
防
止
の
た
め
、

傷
口
の
洗
浄

を
行
う
と
と
も
に
殺
菌
剤
、

ゆ

合
促
進
剤
の
再
塗
布
を
行
い
、

腐
敗
を
引
き
起
こ
さ
な
い
よ
う

定
期
的
に
確
認
し
て
い
ま
す
。

現
在
、

剥
離
一
二
箇
所
の
う
ち

縄文杉は、デッキから見て正面が東側、右方が北側、後方
が西側、左方が南側となる。
縄文杉の周辺には、ヒメシャラ、カナクギノキ、タンナサ
ワフタキﾞ、ヤマグルマ、ユズリハ、イソノキ、シキミ、
リョウブ、ハイノキ、アセビ、ソヨゴ、サクラツツシﾞ、ス
ギ、ヒメヒサカキ、ミヤマノキシノブ、ヤクシマシソバタツ
ナミ、ヤクシマヒメバライチゴ、コケトウバナ、フタリシズ
カ、コバノイシカグマ、ホウロクイチゴなどが生育してい
る。
また縄文杉周辺の岩上蘚苔層には、コケトウバナ、サン
ショウソウ、コウヤコケシノブ、ヒメツルアリドオシ、イヌ
ワラビ、ヒメチャルメルソウ、イワガラミ、コミヤマカタバ
ミ、などが、倒木上にはヒメヒサカキ、スギ、ヒメテンナン
ショウ、ヒメシャラ、サクラツツジ、イワガラミ、ユズリ
ハ、リョウブなど計３０種の生育が確認された。
縄文杉に着生している植物は、アクシバモドキ、ヒカゲツ
ツジ、ソヨゴ、サクラツツジ、マルバヤマシグレ、イワガラ
ミ、ヒメツルアリドオシ、アオツリバナ、ヤマグルマ、ユズ
リハ、オオカメノキ、ナナカマド、スギ、ヒノキ及びホソバ
コケシノブ、コウヤコケシノブ、キヨスミコケシノブなどで
ある。

屋久島生態系モニタリング

屋久島中央部の植生垂直分布調査
（平成１９年度調査）

縄文杉周辺（１３００m付近）の植生と植物相
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西
部
地
域
に
お
け
る
ヤ
ク
シ
カ
対
策

西
部
地
域
に
お
い
て
は
、

ヤ

ク
シ
カ
の
生
息
頭
数
が
増
加
し

て
い
る
状
況
や
そ
れ
に
伴
う
下

層
植
生
の
食
害
が
見
ら
れ
、

希

少
種
の
絶
滅
等
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、

住
民
の
生
活

圏
内
で
の
被
害
も
頻
発
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
た
め
、

九
州
森
林
管
理

局
、

森
林
管
理
署
及
び
保
全
セ

ン
タ
ー

で
は
西
部
地
域
に
お
け

る
ヤ
ク
シ
カ
対
策
と
し
て
、

西

部

地

域

に

お

け

る

現

在

の

植

生
、

群
落
等
の
状
況
を
調
査
す

る
と
と
も
に
、

ヤ
ク
シ
カ
に
よ

る
被
害
状
況
を
把
握
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
中
で
早

期
に
植
生
の
保
護
、

再
生
方
策

を
検
討
す
る
箇
所
と
し
て
は
、

ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
な
ど
の
希
少

～

地
域
関
係
者
と
の
連
携
･
協
力
に

つ

い

て
～

種
や
貴
重
な
植
物
群
落
が
生
育

し
て
い
る
箇
所
、

カ
シ
ノ
ナ
ガ

キ
ク
イ
ム
シ
の
被
害
を
受
け
萌

芽
や
ヤ
ク
シ
カ
の
食
害
に
よ
る

更
新
が
危
惧
さ
れ
る
箇
所
、

林永田ステーションでの情報交換

登
山
道
に
お
け
る
危
険
木

の

処

理

に

つ

い

て

屋
久
島
に
は
麓
か
ら
遠
望
で

き

る

前

岳
（

愛

子

岳
、

モ
ッ

チ
ョ

ム
岳
、

七
五
岳
な
ど
）

や

奥
岳
（

宮
之
浦
岳
、

永
田
岳
、

太
忠
岳
な
ど
）

へ
の
山
岳
部
に

続

く

登

山

道

が

多

く

あ

り

ま

す
。森
林
管
理
署
及
び
保
全
セ
ン

タ
ー

で
は
、

登
山
道
周
辺
で
通

行
に
支
障
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ

る
枯
損
木
や
風
倒
木
、

落
枝
の

恐
れ
の
あ
る
枝
に
つ
い
て
、

環

境
省
屋
久
島
自
然
保
護
官
事
務

所
と
連
携
し
な
が
ら

、
可
能
な

範

囲

で

除

去

な

ど

の

対

応

を

行

っ
て
い
ま
す

。

ま
た

、
ヤ
ク
ス
ギ
ラ
ン
ド
や

白
谷
雲
水
峡
の
自
然
休
養
林
で

は
特
に
遊
歩
道
と
し
て
多
く
の

人
が
利
用
し
て
い
る
ル
ー

ト
は

日
常
的
な
点
検
を
行

っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す

。

屋
久
島
の
山
岳
部
は
巨
樹
・

古
木
が
多
く

、
観
光
客
が
多
数

参
集
す
る
場
所
は
国
立
公
園
に

も

指

定

さ

れ

て

い

て

、
国

や

県

、
町
の
三
者
が
協
力
し
て
安

全
管
理
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が

、
台
風
シ
ー

ズ
ン
が
到

来
し
て
い
る
こ
の
時
期
の
登
山

は
特
に
注
意
が
必
要
で
す

。

登
山
道
周
辺
の
枯
木
・
枯
枝

な
ど
上
方
に
も
注
意
し
な
が
ら

屋

久

島

を

お

楽

し

み

く

だ

さ

い

。

床
の
下
層
植
生
が
衰
退
し
土
壌

崩
壊
が
起
生
し
て
い
る
箇
所
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、

ヤ
ク
シ
カ
の
生
息
状

況

調

査

で

は
、

糞

粒

及

び

糞

塊
、

ラ
イ
ト
セ
ン
サ
ス
に
よ
る

生
息
密
度
調
査
を
行
う
と
と
も

に
、

ヤ
ク
シ
カ
の
移
動
状
況
等

を
把
握
す
る
た
め
Ｇ
Ｐ
Ｓ
・
テ

レ
メ
ー

ト
リ
ー

シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
た
調
査
も
実
施
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、

ヤ
ク
シ
カ
の
個
体

数
調
整
方
策
を
進
め
る
た
め
、

捕
獲
方
法
や
捕
獲
場
所
等
を
専

門
家
と
も
意
見
調
整
を
行
い
な

が
ら
西
部
地
域
に
お
け
る
個
体

数
低
減
計
画
の
検
討
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

国
有
林
で
の
取
組
に
つ
い
て

は
、

地
域
関
係
者
は
も
と
よ
り

西
部
地
域
で
研
究
を
続
け
て
い

る
研
究
者
の
方
々
と
も
幅
広
く

情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら
、

事

業
を
進
め
て
い
く
よ
う
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

九
州
南
部
以
南
に
分
布
す
る

常
緑
の
多
年
草
。

海
岸
の
、

岩

の
間
な
ど
に
生
育
し
て
お
り
、

古
い
茎
は
木
質
化
し
硬
く
な
っ

て

ク

ロ

マ

ツ

の

幹

に

似

て

い

る
。

葉
は
へ
ら
形
で
多
肉
質
。

葉
の
間
か
ら
高
さ
一
〇
㎝
程
の

花
茎
を
伸
ば
し
淡
紫
色
に
花
を

び
っ

し
り
と
つ
け
る
。

花
期
は
八
～

一
〇
月

イソマツ
（イソマツ科）

屋久島の植物
五
箇
所
は
樹
皮
が
造
成
し
、

良

好
な
状
況
で
す
。

ま
た
、

樹
勢

も
着
葉
量
が
増
加
す
る
な
ど
順

調
に
回
復
し
て
い
ま
す
。

縄

文

杉

剥

離

治

療

状

況

の

経

過

落
枝
の
恐
れ

の
あ
る
枝
の

除
去
作
業
の
様
子

縄文杉剥離治療箇所

①②

③④

⑤

裏側⑥⑦



※「この雨量観測は気象業務法６条１項１の研究のために行う気象の観測となっています。」

観測点
宮之浦林道
２３３支線

白 谷
２１６林班

小 杉 谷
事業所跡

永田ｶﾝｶｹ
岳 付 近

大川林道
終 点

淀川登山道
入 口

黒味岳山頂
付 近

標 高 ５００ｍ ５６０ｍ ６８０ｍ ７３０ｍ １,０２０ｍ １,３８０ｍ １,８００ｍ

１月 欠測 640.0 607.0 253.0 330.5 502.5 228.5

２月 欠測 271.0 304.0 208.0 372.5 636.5 246.5

３月 (107.0) 1,229.5 622.5 288.5 441.5 830.5 298.5

４月 206.0 208.0 358.5 176.0 430.0 757.0 202.0

５月 379.0 238.5 482.0 99.5 432.5 476.0 207.5

６月 535.0 498.0 480.5 353.5 515.0 746.0 348.5

７月 200.0 178.0 245.0 172.0 216.5 301.5 219.0

８月 387.5 373.5 272.0 71.0 92.5 305.0 274.0

９月 139.0 220.0 298.0 64.5 114.5 333.5 138.0

１０月 808.5 1,100.0 1,104.5 158.5 594.0 981.5 395.0

１１月 542.5 709.5 805.0 273.5 402.5 682.0 342.5

１２月 441.0 541.5 331.5 305.5 416.5 372.0 99.5

合 計 3,745.5 6,207.5 5,910.5 2,423.5 4,358.5 6,924.0 2,999.5

※ ( )書きは月の一部を集計しているもの。 （単位はmm）

『洋上アルプスNO.1８６号裏面』屋久島森林環境保全センター
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※ この紙は九州間伐紙を使用しております。

平成 ２ １年月別 ・ 地点別雨量観測データ

標 高 別 雨 量 比 較 表
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小杉谷事業所跡 ６８０ｍ 永田ｶﾝｶｹ岳付近 ７３０ｍ 淀川登山道入口 １,３８０ｍ


